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平成３０年度 東京都立国分寺高等学校 学校経営計画 

平成３０年４月１６日 

校長  糸井  一郎 

１ 目指す学校像 

本校は、昭和４４年開設以来、学業と学校行事・部活動等の充実と両立の指導を継続し、高い学力を身に

付けた生徒の育成を図りながら、豊かな情操と適確な判断力等も身に付けた生徒、及び、心身ともに健康な

生徒の育成を図っている。また、進学重視型単位制高校の特色を最大限発揮し、進学指導特別推進校として、

将来の日本社会を支える高い資質をもった生徒の能力の一層の伸長を図り、国公立大学や難関私立大学等へ

の進学希望実現に努めている。 

今後も、この伝統を基調としつつ、進取の気概をもって時代に挑戦し、生徒や保護者、都民の信託に応え

るため、教育目標及び目指す生徒像、その実現に向けた基本方針を次のように定める。 

（１）学校の教育目標 

学校目標：「科学の進歩の著しい時代を生き抜くために、教養を深め、進取の気性を養い、知、情、意を兼

ね備え、心身共に健康で調和の取れた人間を育成する」 

○ 進学重視型単位制高校として、中学校卒業後３年間で難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立

大学等をはじめ、希望大学への進学を可能にし、グローバル社会の指導的人材を育成する学校 

○ 現役での進路希望実現に必要とされる学習の量と質とを、習熟度別指導や充実した内容の選択科目の

設置、平日や長期休業日の補習補講、組織的な学習指導・進路指導・生徒指導等で保証する学校 

○ 高い学力の育成・獲得を第一としながら、部活動や「木もれ陽祭」等の学校行事等、特別活動を通し

て、知育以外の徳育・体育にも力を注ぎ、生徒の全人格的な成長を目指す学校 

○ 総合的な学習の時間、高大連携・接続教育、オーストラリア語学研修による国際交流活動等、多様な

学習の機会を通して、進路目標を考えさせ、個に応じた教育を推進する学校 

（２）目指す生徒像 

○ グローバル社会に対応できる知性やコミュニケーション能力を持ち心身共にたくましく生きる生徒 

○ 学びの目的意識や探究心をもち、自己の目標達成に向けて自主的・自律的に努力する生徒 

○ 集中して学習する習慣を身に付けるとともに、木もれ陽祭、部活動、ボランティア活動等の校内外の

活動にも積極的に取り組む生徒 

○ 課題の発見から解決に至る主体的な学びの深化を通し、真の個性・独創性の発現につながる質の高い

学力を育む生徒。 

（３）学校の教育目標を達成するための基本方針 

○ 全体の奉仕者として法令等を遵守し、課題を共有して課題解決を図るとともに、教職員相互はもとよ

り、生徒や保護者、地域等との信頼関係の構築を目指して協働する。 

○ 職層に応じた役割と職責を自覚し、組織的にその力量を結集して教育活動を創造する意欲と態度をも

って職務に精励する。 

○ Ｐ（計画）Ｄ（実施）Ｃ（評価）Ａ（改善）サイクルを活用して、学校評価、授業評価等の教育活動

の検証に取り組み、継続的な学校改革に向けた教育活動の改善･充実を実践する。 

 

２ 中期的な目標と方策 

本校の伝統的な教育活動と新しい時代に求められる教育の融合を目指し、これからの社会を生き抜くこと

ができるよう『十分な知識・技能』『思考力・判断力・表現力等の能力』『主体性をもって多様な人々と協働

して学ぶ態度』を育成する教育活動の充実を図る。 

（１）進学指導特別推進校としての使命を果たす 

難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、現役で生徒の希望する大学への進学

を実現する。そのために、分掌、学年、教科が連携して組織的・計画的な指導を実施し、最後まであき

らめさせない進路指導を徹底する。 

（２）すべての生徒に高い水準で文武両道を実現させる 

授業を中心とした日々の学習で難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等への進学実現

に必要とされる学力の質と量を確保するとともに、的確で柔軟な活用力の指導・育成の工夫をすること

等で、行事や部活動等との両立を図りつつ、進学実現を図る。学習と部活動、行事等の場面において「集
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中と切り替え」を自覚させる指導と「時間は計画と工夫で作り出す」指導の徹底を図り、すべての生徒

に高い水準で文武両道を実現させる。 

（３）高い規範意識や自発性を矜持とする生徒指導や特別活動の充実を図る 

あいさつや身だしなみ、時間を守るなど基本的な生活習慣を身に付けさせるとともに、学校行事や部

活動などの特別活動を通じて、豊かな心や人間関係形成能力を育て、人権尊重の視点に立った教育活動

の推進及び体罰やいじめを絶対に許さないことや自転車事故ゼロを目標に掲げ、安心で安全な学習環境

の構築を目指す。さらに、日常のあらゆる教育活動において心の健康づくりを推進し、いじめの早期発

見や自殺予防に全力で取り組む。 

（４）総合的な学習の時間で探求学習を実施 

探求的な学習活動を通して、学ぶ意義を理解して自ら深い学びに積極的に関与する生徒の育成を図る

とともに、学習能力と自律的な自己管理能力（メタ認知能力）の育成・向上を図る（平成３０年度入学

生より実施）。 

（５）新学習指導要領、新テストの実施等への対応を図る 

学業を第一としながらも、充実した学校行事・部活動を引き続き実施するために必要な検討を総合的

に行い、これからの社会で求められる力を確実に育成する社会に開かれた教育課程を編成する。 

（６）オリンピック・パラリンピック教育を推進する 

   日常の教育活動全般を通して、オリンピック・パラリンピック教育を適切に実施する。 

（７）ライフ・ワーク・バランスを推進する 

   経営企画室と連携し、全教職員の勤務実態を把握しながら、職員の在校時間の縮減等のライフ・ワー

ク・バランスを実施する。 

 

３ 平成３０年度の重点課題と取り組み目標 

（１）難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、進学希望大学への進路実現を図る。 

○ センター試験（５教科）受験者数を【２００】名以上 

○ センター試験得点（８割）を５教科１９科目において延べ【９５０】名以上 

○ 難関国立大・医学部（現役合格【１０】名を含む国公立大現役合格【１１０】名以上 

○ 難関私立大等（現役合格【１１０】名以上 

○ 難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、進学希望大学への現役合格を目指す 

（２）現役で進学実現に必要とされる学習の質と量を確保する。 

○ 長期休業日の弾力的運用と土曜授業により年間の総時数１０００単位時間の確保 

○ 長期休業期間における補習･講習を全学年で実施し、１４０講座以上設置を目指す 

（３）高い水準の授業実施・確保のため、学力スタンダードの活用等、工夫してカリキュラム・マネジメン

トを実施し、学校として組織的に授業力・指導力向上、学力向上に取り組む。 

○ 毎時間「予習･復習を前提とした授業」、「学習目標が明確に提示され、達成度が確認される授業」、「チ

ャイムで始まりチャイムで終わる授業」等、質・密度の高い計画された授業を全員が実施する。 

○ データ等を活用し、必要な指導を確実に実施しながら、入学時の学力の維持・向上を基本目標に全教

職員がひとつのチームとして取り組む。 

○ 教科会を年１０回以上実施し、教科ごとに設定した目標値を指標とした定点観測等を行い、教科とし

て組織的、計画的に授業及び学習指導等の改善を実施しながら、生徒の学力向上に自律的、戦略的に取

り組む。 

指標：(1)家庭学習時間、(2)授業評価の肯定的評価の割合、(3)センター試験全国平均点上回り率、(4) 

センター試験得点８割以上の人数、(5)模試等の平均点偏差値、(6)模試等の偏差値の逓減率、

(7)模試等の偏差値の分布率の変化等 

○ 考査問題のラベリング化、CAN-DOリストの活用等を実践し、継続的に生徒の学力達成度を確実に把握

し、各生徒の学力状況に応じた指導を的確に行う等、教科として組織的、計画的に学力向上に向けて取

り組む。 

○ 難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、進学希望大学への進路実現に必要な

自律的に学ぶ力の育成・向上、学習習慣確立等のため、適切な課題の継続的な学習や自分に必要な学習

を自ら行うことができる力の向上等に必要な指導を具体的に実施する。定期的に調査等を実施し、面談

等で繰り返し指導する。また、部活動顧問等からも指導する。 

家庭学習時間は、高１：平日３時間、休日４時間、高２前半：平日３時間、休日５時間、高２後半：
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平日４時間、休日６時間、高３：平日５時間、休日８時間以上の確保を目標とする。 

○ 教科会、学年等で検討する課題や資料等の作成・提供、教科単位の学力分析会や研修会の実施等の進

行管理等は、学力向上委員会が行い、生徒の学力向上及び授業力向上に向けて組織的に取り組む。 

○ 教員の相互授業参観【年３回以上】等、ＯＪＴを推進。誰でもいつでも授業研究等ができる環境を整

備する。 

○ 英語教育推進校として、生徒の使える英語力の向上を図るため、特に「聞く」、「話すに」重点を置き

ながら英語の４技能をバランスよく育成するため、きめ細かい指導を行う。 

（４）難関国立大学等を含めた国公立大学や難関私立大学等をはじめ、進学希望大学への進路実現を図るた

め、データを活用した組織的で計画的で確かな進路指導を推進する。進路指導の統一性を高め、全教職

員がひとつのチームとして取り組む。全教職員が課題発見に努め、常に全員で課題に正対し、的確に解

決しながら取り組む。 

○ 学校として指導する進路指導の内容等、基本的なことは進路指導部が進路シラバスにまとめ、全体の

進行管理や検証等を行いながら、統一性のある進路指導を実施する。進路指導部と学年進路担当等との

打ち合わせ会を毎週定期的に実施する等、進路指導部と学年・教科等との連携強化を日常的に図り、チ

ームで取り組む。 

○ 「入れる大学ではなく、入りたい大学への合格の支援」、「最後まで第一志望をあきらめさせない指導」

等、生徒の可能性を最大限生かす方向での指導を全員で継続的に行う。学年保護者会、三者面談、進路

通信等を活用し、生徒、保護者の意識の改善を図り、安易な進学先を選ばない指導に取り組み、個々に

応じて生徒の可能性を最大限生かす指導を全員が行う。そのためのガイダンス機能を進路指導部と学年

が連携して高める。 

○ 生徒個々の進路希望、学力の実態等の情報を学年・進路指導部・各教科及び全教員で共有し、組織的・

個別的・具体的に取り組み、生徒個々の可能性を最大限生かした進路実現を図る。そのために「学力分

析会（全体会）」を各学期に実施し、分析結果を日々の学習指導・進路指導に反映させる。 

（５）すべての土台となる健全な主体性と自律的生活管理能力の育成、学校のルールに基づいた特別活動、

部活動の推進・充実を図る。 

○ あらゆる教育活動を通じて、全ての教員がぶれることなく、「当たり前にやるべきこと」を「当たり前

のこと」として徹底して指導し、基本的な生活習慣、高い社会規範意識の涵養を図り、自他を認め、互

いに尊重する人間尊重の精神と規範意識を育む。 

○ 部活動保護者会を適宜実施し、保護者と顧問の連携を深め、生徒の主体的活動を支援する。 

○ 経営企画室との連携のもと、部費を適正に執行・管理する。 

（６）理数リーディング校として、探求的な学習を推進する。 

 ○ 数学と理科の知識や技能を総合的に活用した探究活動について研究開発を行い、教科・科目の枠にと

らわれない多角的・複合的な視点で事象を捉え、豊かな発想で探究的な学習を行う。 

（７）個人情報の適正な管理をはじめ、服務事故の防止に努める。 

○ 執務環境の整理整頓、クリーンデスクを心がける等、日頃から個人情報保護への危機管理意識を持つ。

○ 人権尊重の視点に立った教育活動を推進し、体罰及び不適切な指導等を行わない環境を作るとともに、     

服務研修の計画的な実施により健全な職場環境を維持する。 

（８）経営企画室の主体的な経営参画と全教職員の共通理解による事務処理の効率化を図る。 

○ 経営企画型の事務業務への転換をめざし業務内容を見直し、企画調整会議で検討し教員、事務職員の

意識改革を図る。経営企画室の各担当業務のマニュアル作成等、業務の効率化･円滑化・組織化を図る。 

（９）ライフ・ワーク・バランスを効果的に推進する 

 ○ 教職員の提言を生かしながら、定時退庁の奨励や長期休業日等に閉庁日又は閉庁時間等を設定し、ラ

イフ・ワーク・バランスを実施する。 

（10）本校の将来像も含め、適正な教育課程の検討を実施する。 

 ○ 次期学習指導要領に向けての対応、大学共通テストへの対応等を視野に入れ、教育課程の検討を行う。 

 ○ ２年次までの共通履修の導入に向けて、次年度入学生（５１期生）の教育課程の検討を行う。 

 ○ 今年度入学生（５０期生）の総合的な学習の時間（探求学習）の検討を行う。 

（11）５０周年行事を適正に実施する。 

 ○ ５０周年記念行事実行委員会を中心に、関係諸機関と連携しながら全教職員が協力して５０周年記念

誌の作成及び５０周年記念式典を適切に実施する。 


